


安全に検針するため、メーターの位置から離れ
た場所に犬をつないでいただきますようお願いい
たします。
また、鎖の長さやゆるみ等の確認もお願いいた

します。

例年 月から 月までの ヶ月間は、肌の露出
が多くなる、発汗により電気が流れやすくなる、
などの悪条件が重なるため、感電事故が多くなり
ます。
経済産業省では、毎年 月を 電気使用安全月

間 と定め、電気使用安全運動が全国一斉に行わ
れています。

月 日、第 回階上町立小学校陸上競技記録会が赤保内小学校校庭で行われました。町内 つの小学校か
ら約 人が参加し、 種目で熱戦を繰り広げました。今回誕生した大会新記録をお知らせします（敬称略）。
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役場では 月 日より、職員としての自覚と町民の

皆さんへの説明責任をきちんと果たす、という目的か

ら新しい名札を作成、浜谷町長以下全職員が着用して

います。

新しい名札には職氏名の他、町章、所属課、町のシ

ンボルキャラクターはしかみキッズが印刷されていま

す。

役場に来庁の際、ご不明な点等がございましたら、

どうぞお気軽にお声をおかけください。

来年秋に県内で開催される 第 回全国スポーツ・

レクリエーション祭スポレクあおもり のキャラ

バン隊が 月 日来町し、役場庁舎内で 活動を行

いました。

同祭は来年 月 日から 日までの 日間、県内

市 町を会場に開催されます。グラウンドゴルフなど

各都道府県代表参加種目 、スポーツチャンバラなど

のフリー参加種目 の計 種目で熱戦が展開されます。

全国から多くの方が訪れるこの大会をご覧になって

みてはいかがでしょうか。

月 日、ミニバスケットボールスポーツ少
年団の赤保内小学校男子チームと大蛇小学校女
子チームが役場庁舎を訪れ、青森県スポーツ少
年団フェスティバルミニバスケットボール競技
大会三戸郡予選大会での優勝報告を浜谷町長に
行いました。
郡予選大会は、 月 ・ 日に本町を会場に

行われ、見事優勝を飾った両チームは郡代表と
して県大会出場が決まりました。
浜谷町長は 男女で優勝できて本当に良かっ
た。自慢したい。 と選手を激励、両チームの
主将は県大会での活躍を誓っていました。



月 日、ブルーツーリズム（漁村滞在型余暇活

動）の推進を目的とした三八グリーン ブルー・ツー

リズム協議会研修交流会が小舟渡地区で行われました。

参加者の皆さんは海辺の資源を再発見するため、階

上灯台付近の散策や漁業体験としてイカやホヤの調理、

ウニの殻むきに挑戦しました。

潮風荘で行われた意見交換会では、 期間限定でウ

ニの殻むき体験を行ってみては？ といった、本町ブ

ルーツーリズム活動を行う上で参考となる意見が多数

寄せられました。

月 日、東北電力株式会社八戸営業所の小澤

匡所長と株式会社ユアテック八戸営業所の風張幸助

所長が役場庁舎を訪れ、街路灯 基を寄贈してくだ

さいました。同社は毎年各市町村に街路灯の寄贈を

行っており、本町への寄贈は今回分を含めて 基を

数えます。

贈呈式では両所長から浜谷町長へ目録が手渡され

ました。

町では地域防犯のために活用させていただくこと

とし、ご厚志に感謝いたします。

平成 年夏の交通安全県民運動に伴い、階上町交

通安全母の会連合会（阿部栄子会長）がのぼり旗の

設置と街頭指導を行いました。

母の会では、今年 月に達成した交通死亡事故ゼ

ロ 日を契機に 死亡事故ゼロの町 と書かれた

のぼり旗を交通安全推進活動の一環として作製しま

した。

これからも町民一丸となって 交通死亡事故ゼロ

日 を是非達成しましょう！



東北地方も梅雨明けが発表され、いよいよ夏本番！となりました。子ども達は夏休み、社会人もお盆休みな

ど開放感あふれる季節です。

しかし、この時期は熱中症が多く発生する時期でもあります。そこで今回は 熱中症対策 について考えます。

熱中症 とは 炎天下や高温多湿な環境下で、自己の体温調節機能に障害が生じた際に引き起こさ

れる日射病や熱射病等の総称。

炎天下に車を駐車していると、閉めきった車内では光や熱を吸収して 分後には 度以上となります。
車内に小さな子どもだけ置いて車から離れることはやめましょう。また、作業現場の責任者や、クラブ活
動の監督といった方は上記のことに気を配ることが大切です。

熱中症 は大変身近なところで起きる、十分にその危険性を認識しておくことが大切です。本町でも

農業・漁業を営んでいる方は農作業や操業、学生の皆さんは部活動等、屋外で活動する機会が多くなるた

め注意が必要です。また、熱中症は室内でも起こります。循環機能や感覚機能が低下しているお年寄りや

体温が上昇しやすい小さなお子さんも注意してください。

八戸東消防署階上分署に確認した所、熱中症のため救急車で病院に搬送される事例が毎年あるそうです。

です。上記を参考に熱中症の発生を防ぎましょう！



団 地 名 戸数 規 格 家 賃

戸
和室 部屋（ 畳・ 畳）・洋室
（ 畳）・水洗トイレ・風呂等

前年度所得金額により決定されます。

団 地 名 戸数 規 格 家 賃

．現に住宅に困っていると認められる方（ 申込者及び同居者に持家がある方は申し込みできません）
．税金等の未納のない方
．現に同居・又は同居しようとする親族がある方
． 歳未満の子を扶養している寡婦及び寡夫
．生活保護世帯（単身入居可）
．その他低額所得者で速やかに町営住宅に入居を必要としている等

．町営住宅申込書
．所得を証明する書類

産業建設課土木建設グループにあります
源泉徴収書か所得証明書

金山沢行政区では階上町協働のまちづくり支援事業の認定を受け、 水と土と里の集い を開催します。
主会場のふるさと河川公園では、いも煮会、魚のつかみ取り大会、ポニー乗馬会、国営八戸平原総合農地開

発事業で区画整理された畑では、ジャガイモ掘り大会といった多彩なイベントが実施されます。
また、ワラジ折り、昔ばなし、太鼓公演など郷土芸能なども広く発信したいと考えています。
子どもからお年寄りまで水と土と里で思い切り楽しんで、地域住民と交流してください。たくさんのお越し

をお待ちしています。

主催 金山沢行政区（水と土と里の集い実行委員会） 共催 八戸平原土地改良区（水土里ネットはちのへ）

敬老会を下記のとおり開催いたします。地区により開

催日時・方法が異なりますので、参加条件や申し込み期

日等を確認の上、地区行政区長まで申し込みください。



町選挙管理委員会では、 月 日現在で 東部海区
漁業調整委員会委員選挙人名簿 を調製します。
次の条件に該当する方は、海区選挙人名簿の 登載

申請書 を に各地区の区長に提出して
ください。申請書は区長を通じて配布します。

名簿に登録されていないと投票ができなくなります
ので、資格のある方で申請書が届かない方や詳しく知
りたい方は、選挙管理委員会にお問い合わせください。

スポーツ特別功労賞
イ．永年にわたり、町内のスポーツの健全な普及発
展に著しく貢献された方

スポーツ功労賞
イ．スポーツに関する県単位以上の優勝者及び新記
録を樹立した方、または東北大会以上の大会の入
賞者

ロ．町内のスポーツの健全な普及発展に著しく貢献
した方

スポーツ奨励賞
イ．県大会以上の大会の入賞者

ロ．その他、本町スポーツ振興に貢献した方

本町の町民もしくは出身者

町民文化祭（ 月 日 ）の際に表彰します。

推薦書類は、各学校、各行政区長、各体協支部長、
各競技会長にお願いしてあります。

町ではスポーツの振興発展に顕著な功績のあった方について、スポーツ賞表彰審議会を経て、スポーツ賞
表彰を実施しています。今年度も下記のとおり候補者を募集しますので、皆さんご推薦ください。



月は健診強化月間です。各地区に指定日を設けて実施していますが、

今年度は申し込みが少ないようです。最後の指定日が迫っています。地区に

関係なく受けることができますので、まだ受診されていない方は、ぜひお申

し込みください。

基本健診

肺・大腸・胃がん

乳がん

子宮がん

歳代 円
歳 円

歳以上 無料

歳以上 各 円

歳以上 円

歳以上 円

基本健診

、肺・大腸・胃がん

のセット

歳代 円
歳 円

歳以上 円

基
本・ 胃・ 肺・
大腸）
または

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

保健福祉課へ
（ ）

または
健診申し込み用はがきを
ポストへ

国保人間ドックは、人
数制限がありますので、
ご希望の日に添えない
ことがあります。

石鉢小・赤保内小学区の
住民健診指定日ですので、
役場周辺発、健診センター
行きのバスが出ます。お車
の無い方はご利用ください。
（石鉢小・赤保内小学区の
方は先月号のチラシをご覧
ください）

来年 月 日までいつでも（土日・祝日を除く）受けることができますが、できるだけ 月末までに受けて

ください。受診したい日の ヶ月前までに健診センター（ ）に直接申し込みください。

食中毒で代表的な 腸炎ビブリオ食中毒 は海水中に生息する細菌で、生の魚介類に付着して感染しま

す。 ため、下記に注意して食中毒を予防しましょう。



より安全で有効な麻しん・風しん予防接種を目指し、 月より と

の 回接種となりました。

これから 歳児健診がある方には、健診時に予診票を交付します。 歳児健診が終了した方につい

ては、対象時期に予診票を郵送しますので、早めに受けてくださるようお知らせします。

第 期は、それまでの麻しん・風しんの予防接種の受け方がどのようであっても、罹患した場合を

除き混合ワクチンを接種します。



今年度も わいわい子育て広場 を開催します。戸外へ出かけ、同世代の親子と接しながら子育て講座に参
加してみませんか？保健師・保育士・託児ボランティアが皆さんをお待ちしています。

場 所

月 日

時 間

内 容

対象者

託 児

申込み

持ち物

親子でめいっぱい楽しみま
しょう！

講師 うさちゃんクラブ

講師 うさちゃんクラブ
子育て支援センター他

講師 子育て支援センター

親子で鑑賞

講師 助産師 木村ともこ氏

講師 子育て支援センター

就学前の乳幼児とその保護者

保護者の学習時間は託児を実施します。

までに保健福祉課へお申込みください。先着 名程度

親子の室内運動靴、水分補給できるもの、汗拭きタオル、着替え、ミルク、オムツ、ビニール袋など

運動を中心とした健康づくり教室です。肥満や高脂血症、糖尿病、高血圧等の生活習慣病予防や症状悪化防
止に効果があります。仲間との楽しい ヶ月間となりますので、ぜひ受講し心身ともに元気になりましょう。

日 時

会 場

対 象 者

時間
曜日

参 加 料

申込み期限

月 曜 日 木 曜 日

体調チェック、筋肉率・からだ年齢測定

指導員 大前 靖 氏 指導員 高山 清美 氏

参加者全員でワイワイタイム、保健師講話など

初回と最後に体力測定

を行います。

食生活改善推進員によ

る調理実習で、食生活

についても学習します。

トレーニングルーム使用料 回 円 回（予定）

調理実習時の食材料費 円

月 曜 日 木 曜 日



昼間留守がちな方々を対象に、夜間納税相談を実施します。お電話での相談にも応じますので、お気軽にご

利用ください。

口座振替制度とは、ご指定の金融機関の預貯金口座から、町税等の納期限の日に自動的に振り替えて納める

便利な制度です。簡単な手続きで、安全にしかも確実に納めることができます。

最寄の金融機関、郵便局の窓口に申込用紙を備え付けてありますので、預貯金口座のある金融機関及び郵便

局の窓口でお申し込みください。申し込みをする際は、預貯金通帳とその印鑑、申し込みをされる町税等の納

税通知書等の通知番号の分かる書類をご持参ください。

青森銀行（本・支店） みちのく銀行（八戸市内） 八戸広域農業協同組合階上支店 八戸信用金庫

青森県信用漁業協同組合連合会（階上漁協） 郵便局

町県民税（普通徴収） 固定資産税 軽自動車税 国民健康保険税 介護保険料

本町には、町が推薦し、法務大臣が委嘱した人権擁護委員がおり、町民の皆さんの人権に関する相談（例え

ば夫婦・親子等の親族間の紛争、財産上の紛争、不動産の借地・借家等の紛争、子どものいじめ・体罰、差別

行為等）に応じています。

定例相談は毎月第 火曜日（午後 時 時）に、ハートフルプラザ・はしかみにおいて人権相談・行政相

談・心配ごと相談を合同で行っていますのでご利用ください。



  

あなたの大切な財産を悪質な訪問販売や特有のセールスから守るため、
住宅リフォーム相談窓口を設置しました。どうぞお気軽にご利用ください。
リフォーム支援ネットもご利用ください。
《参考》実際にリフォームをすすめる手順

情報収集、 プランの検討、 資金検討、 事業者選び、
見積り徴収、 契約、 工事、 完了

八戸社会保険事務所では国民年金保険料の納め忘れを防ぎ、皆さんの大切な年金権を確保するために
ご自宅への訪問 や 電話 による納付のご案内をしています。どちらも夜間や休日も行っています

ので、皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

身分証明書を持った社会保険事務所職員や、国
民年金推進員、国民年金保険料収納指導員がご家
庭を訪問し、納付のご案内、保険料の受け取り、
制度の説明を行っています。

社会保険事務所職員や委託を受けた業者が納め
忘れのある期間について、電話によるご案内をし
ています。

八戸地区交通安全協会階上支部では“交通死亡事故
ゼロ”を目指し、各種交通安全対策を実施しています。
皆様からいただいた会費は、下記の事業に活用させて
いただいております。

また、平成 年度収支決算は右のとおりです。
本年度も 円の予算で事業を行いますので、

何卒ご協力をお願いします。

会 費 円
補 助 金 円
繰 越 金 円
雑 収 入 円

会 議 費 円
安全活動費 円
安全教育費 円
事 務 費 円
交 際 費 円
施 設 費 円



涼しげでどこか懐かしさを感じさせるガラス器。わが国のガラス工芸は江戸時代からはじまります。桃山時

代に渡来した西洋のガラス器を模倣して の製造が始まり、江

戸にまで広がったというのが定説です。明治に入ると

の製法が伝わり、大量生産が可能になりました。

明治後期から大正期には色・文様ともに豊かになり、昭和に入ると生活に深く浸透していきました。しかし

現在、軽量で丈夫なプラスチック製品が生活に入り、このようなガラス器は貴重な資料となりはじめています。

これぞ庶民の和ガラス！ほのぼのとした味
わいの醤油さしが生まれたのは明治の頃と言
われています。

色鮮やかでデザインも愛らしく、呼び名も
レトロな氷コップは、和ガラスの華。かき氷
をもるための器は日本独自のものです。

国土交通省では、道路の意義・重要性について国民の皆様に関心を持っていただくこと等を目的として、

月 日から 日を 道路ふれあい月間 、また 月 日を 道の日 と定め普及に努めています。

道路は私たちの毎日の生活を支える欠くことのできない、基本的な社会資本です。その重要性について

今一度考えてみてはいかがでしょうか。

品目横断的経営安定対策の加入手続き（秋まき麦のみ）が 月 日 から始まります。受付場所は、最

寄の農政事務所各地域課等になります。



税関では戦後、海外から引き揚げて来られた
方々からお預かりしました、約 万件余りの下記
のような未返還の保管証券類をお返ししておりま
す。返還の請求はご本人だけでなく、ご家族の方
でも構いません。お気軽に最寄の税関までお問い
合わせください。

です。

先の大戦において、外地等（事変地の区域又は

戦地の区域）に派遣され、戦時衛生勤務に従事さ

れた旧日本赤十字社救護看護婦及び旧陸海軍従軍

看護婦の方（慰労給付金受給者は除く）に対して、

その御苦労に報いるため内閣総理大臣名の書状を

贈呈しております。

御本人または御家族などからの御連絡をお

待ちしております。

請求用紙は階上町保健福祉課にあります。

夏は暑さのために疲労が蓄積しやすく、十分な休養が必要です。学校は夏休みに入り、家族との触れ合
いを深めることができる良い機会です。いい仕事は、いい休みから生まれます。

初心者の方でも楽しくダンスの基本を学べます。
サンバのリズムに乗って心地よい汗を流してみ
ませんか？
開催日

時 間
場 所 ハートフルプラザ・はしかみ
講 師 豊川武美先生（スポーツダンス競技選手）
開講式 月 日
参加費 無料 県民カレッジ単位認定講座

種 目 応募資格 受 付 期 限 試 験 日 試 験 場 所
一般曹候補学生
曹 候 補 士
航 空 学 生

歳以上 歳未満の者
歳以上 歳未満の者
高卒（見込含） 歳未満の者

月 日
月 日
月 日

月 日
月 日
月 日

八戸工業大学
八戸工業大学
八戸福祉公民館

種 目 応募資格 受 付 期 限 試 験 日 試 験 場 所
一般曹候補学生 歳以上 歳未満の者 月 日 月 日 八戸工業大学
曹 候 補 士 歳以上 歳未満の者 月 日 月 日 八戸工業大学
航 空 学 生 高卒（見込含） 歳未満の者 月 日 月 日 八戸福祉公民館



 

（

才
）

石
鉢
保
育
園

（

才
）

道
仏
保
育
園



月
は
悪
質
・
危
険
な
飲
酒
運
転
・

暴
走
運
転
に
よ
り
重
大
事
故
を
起
こ
す

ド
ラ
イ
バ
ー
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
中
で
も
飲
酒
に
伴
う
交
通
死
亡

事
故
件
数
は
、
過
去

年
間
で

件
発

生
（

月
が
顕
著
）
し
て
い
ま
す
。

飲
酒
運
転
は
本
人
へ
の
厳
罰
（
懲
役
、

高
額
罰
金
、
免
許
取
消
な
ど
）
は
も
ち

ろ
ん
、
場
合
に
よ
っ
て
は
家
族
崩
壊
な

ど
の
悲
惨
な
結
末
と
な
り
ま
す
。
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
警
察
で
は

環
境
づ
く
り
を
推
進
中
で
す
。
改

造
バ
イ
ク
、
マ
フ
ラ
ー
を
外
し
た
爆
音

県
内
各
地
で
は
、
宵
宮
や
夏
祭
り
な

ど
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
大
き
な
催
し
物
で
は
、
思
い
が
け

な
い
事
故
の
発
生
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

警
察
で
は
安
全
な
祭
り
運
営
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
が
、
お
祭
り
な
ど
に
参

加
さ
れ
る
方
や
見
物
人
の
方
々
は
次
の

点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

い
よ
い
よ
夏
本
番
で
す
！
八
月

は
子
ど
も
達
に
と
っ
て
楽
し
い
夏

休
み
で
す
。
ま
た
、
花
火
遊
び
の

シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。
夏
の

風
物
詩
で
あ
る

お
も
ち
ゃ
花

火
。
し
か
し
、
お
も
ち
ゃ
と
は

い
え
、
花
火
の
原
料
は
火
薬
の
た

め
、
使
い
方
に
よ
っ
て
は
大
変
危

険
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
か

た
を
よ
く
読
ん
で
必
ず
守
る
。

（
花
火
事
故
の
ほ
と
ん
ど
は
点

火
の
際
の
不
注
意
が
原
因
で
す
。

取
扱
い
説
明
を
よ
く
読
ん
で
、

点
火
の
方
法
を
確
か
め
て
か
ら

に
し
ま
し
ょ
う
。）

花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、

燃
え
や
す
い
も
の
の
あ
る
場
所

で
は
遊
ば
な
い
。（
ロ
ケ
ッ
ト

花
火
や
連
発
花
火
な
ど
が
建
物

や
枯
草
に
落
ち
て
火
事
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

風
が
強
い
と
き
は
花
火
を
し

な
い
。

水
を
用
意
し
て
大
人
と
一
緒

に
遊
ぶ
。（
子
ど
も
達
だ
け
で

隠
れ
て
遊
ん
で
事
故
が
起
き
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

た
く
さ
ん
の
花
火
に
一
度
に

火
を
つ
け
な
い
。（
ま
と
め
て

火
を
つ
け
る
と
炎
が
大
き
く
な

り
危
険
で
す
。）

吹
き
出
し
、
打
上
げ
な
ど
、

筒
も
の
の
花
火
は
途
中
で
消
え

て
も
筒
を
の
ぞ
か
な
い
。

花
火
を
ほ
ぐ
し
て
遊
ば
な
い

（
花
火
に
使
用
さ
れ
て
い
る
火

薬
に
は
燃
焼
・
爆
発
等
、
使
用

目
的
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
種

類
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
分
解
し

た
り
、
多
量
に
集
め
た
り
、
異

種
の
物
を
混
ぜ
る
の
は
非
常
に

危
険
で
す
。）

以
上
の
こ
と
を
よ
く
守
り
、
楽

し
く
遊
ん
で
、
火
災
を
だ
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

バ
イ
ク
、
集
団
暴
走
行
為
を
目
撃
し
た

場
合
は

番
通
報
を
お
願
い
し
ま

す
。



花
が
咲
い
て
い
る
の
か
い
な
い

の
か
、
い
ま
ひ
と
つ
よ
く
分
か
ら

な
い
花
で
す
。
び
っ
し
り
と
敷
き

つ
め
ら
れ
た
よ
う
に
咲
い
て
い
て
、

い
ざ
よ
く
見
る
と
ど
こ
に
花
が
あ

る
か
分
か
り
難
く
、
た
だ
葉
が
黄

色
に
な
っ
て
い
る
だ
け
の
よ
う
だ
。

よ
く
見
る
と
、
黄
色
く
な
っ
て

い
る
真
ん
中
に
雄
し
べ
の
よ
う
な

も
の
が
見
え
る
の
で
、
花
だ
と
わ

か
る
。
黄
色
く
点
に
見
え
る
の
が
、

雄
し
べ
で
ネ
コ
ノ
メ
ソ
ウ
は
四
個

あ
り
、
こ
の
数
の
違
い
が
種
類
の

見
分
け
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
い

う
。
こ
の
花
の
仲
間
は
み
な
地
味

な
花
を
つ
け
る
も
の
ば
か
り
で
、

国
内
全
部
で
二
十
種
ほ
ど
あ
る
と

い
う
。

国
替
え
と
は
領
主
を
中
心
に
、

家
臣
や
そ
の
家
族
は
も
と
よ
り
、

お
寺
や
商
人
た
ち
も
一
緒
に
移
転

す
る
こ
と
で
、
当
時
は
家
財
の
運

搬
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
っ
た

か
ら
、
そ
の
財
産
喪
失
は
極
限
の

も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

荷
物
を
背
負
っ
て
、
手
に
下
げ
て

ど
れ
だ
け
運
べ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
ん
な
状
況
で
あ
っ
た
た
め
、

遠
野
へ
移
っ
た
諸
士
の
間
に
は
の

ち
の
ち
ま
で
も
盛
岡
南
部
家
を
恨

む
者
が
多
く
あ
っ
た
と
言
い
ま
す
。

寛
永
四
年
三
月
六
日
、
遠
野
城

受
け
取
り
と
移
転
先
準
備
の
た
め

に
足
軽
支
配
役
の
岡
前
宮
内
が
給

人
の
家
屋
敷
受
取
役
の
坂
本
善
助
、

町
方
受
取
役
の
服
部
図
書
、
目
付

役
の
米
内
仁
兵
衛
、
悪
虫
若
狭
ら

を
伴
っ
て
足
軽
数
人
と
先
行
し
、

翌
日
七
日
と
八
日
に
は
準
備
の
役

人
た
ち
の
出
発
が
続
き
ま
し
た
。

そ
し
て
い
よ
い
よ
九
日
、
朝
の
卯う

の
下げ

刻こ
く

（
午
前
七
時
ご
ろ
）
に
直

義
は
多
く
の
百
姓
領
民
た
ち
に
別

れ
を
惜
し
ま
れ
な
が
ら
旅
立
っ
た

と
言
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
直
義
や
新に
い

田だ

南
部
十
二
代
の
義
実
は
ど
こ
か
ら

出
発
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
即
ち
、

根
城
か
ら
か
新
田
城
か
ら
か
と
い

う
事
に
な
る
の
で
す
。

根
城
南
部
や
そ
の
後
の
遠
野
南

部
の
歴
史
を
書
い
て
い
る
多
く
の

方
々
は
、

直
義
は
多
く
の
百
姓

領
民
た
ち
に
別
れ
を
惜
し
ま
れ
な

が
ら
根
城
の
門
を
出
発
し
た

と

か
、

八
戸
根
城
を
御
発
駕

な

ど
と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
私

は
こ
の
論
述
に
は
疑
問
を
持
つ
の

で
す
。

こ
の
と
き
、
即
ち
寛
永
四
年
は

豊
臣
秀
吉
の

城
郭
破
却
の
命

令

に
よ
っ
て
根
城
の
城
が
破
却

（
天
正
二
十
年
）
さ
れ
て
か
ら
三

十
五
年
後
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
で

す
。

正
部
家

奨

作
・
佐
藤

明

画

流れ沿いで群れて咲く



土

火

水
木

日

水

土

日

月

火

水
木
土

日

火
水

ふるさとかだり塾（総務課・教育課）
はしかみキッズおはなし会
県民体育大会（ 日）
民俗資料収集館開放日（教育課）
陶芸教室（一般 日）
行政相談（総務課）
教育相談（教育課）
第 学期始業式（道仏中）
はしかみっこ支援センター子ども体験活動等相談
第 学期始業式（道仏中以外）
剣道クラブ（教育課）
道仏中運動会
歳 か月児健康診査（ 年 月 年 月生まれ）（保健福祉課）
はしかみっこ支援センター子ども体験活動等相談
ふるさとかだり塾（総務課・教育課）
階上中運動会
剣道クラブ（教育課）
県民駅伝大会
修学旅行（赤保内小、東部 校 日）
はしかみキャンパス・商工会公開講演会（講師 漫画家・黒田クロ）
乳児保健相談（ 年 月・ 月生まれ）（保健福祉課）
陶芸教室（シニア 日）
子育てミニ講話
はしかみっこ支援センター子ども体験活動等相談
修学旅行（西部 校 日）
ふるさとかだり塾（総務課・教育課）
第 回町民大運動会
剣道クラブ（教育課）
修学旅行（石鉢小 日）
民俗資料収集館開放日（教育課）
はしかみっこ支援センター子ども体験活動等相談

ハートフルプラザ はしかみ
ハートフルプラザ はしかみ
弘前市他
民俗資料収集館
陶芸作業所
ハートフルプラザ はしかみ
役場 階第 会議室

ハートフルプラザ はしかみ

町民体育館
道仏中学校
ハートフルプラザ はしかみ
ハートフルプラザ はしかみ
ハートフルプラザ はしかみ
階上中学校
町民体育館
青森市

ハートフルプラザ はしかみ
ハートフルプラザ はしかみ
陶芸作業所
ハートフルプラザ はしかみ
ハートフルプラザ はしかみ

ハートフルプラザ はしかみ
階上中学校グラウンド
町民体育館

民俗資料収集館
ハートフルプラザ はしかみ

スタート

期間 月 日 月 日
行事等の問い合わせ【担当課】【施設】へ

伊 藤 鈴
り

埜
のん

（直 樹・ 桂 ）石 鉢

藤 丸 里
り

空
く

（隆 宏・昭 子）石 鉢

片 山 愛
あい

理
り

（雄 策・香 織）小舟渡

平 歩
あゆ

真
ま

（章 宏・由紀絵）石 鉢

米 倉 裕
ゆう

麿
ま

（ 翔 ・ 歩 ）蒼 前

松 本 爽
そう

聖
せい

（ 透 ・信 江）鳥屋部

大清水 健
けん

人
と

（ 治 ・保 子）赤保内

豊 川 恭
きょう

輔
すけ

（ 正 ・ひとみ）石 鉢

木 村 瑠
るう

玖
く

（ 聡 ・千鶴子）石 鉢

小 柴 慧
けい

祐
すけ

（司 人・泰 子）耳ケ吠東

（父の名・母の名） （地区名）

野 沢 ひ て（ ・赤保内）
秋 山 留 （ ・荒 谷）
長 根 勝太郎（ ・小舟渡）
大和山 孝 （ ・駅 前）
家 口 奏（ ・耳ケ吠東）

（年齢・地区名）

泉 谷 雅 彦（弘前市）
中 村 久美子（駅 前）

岩 谷 弘 樹（道 仏）
工 由紀子（八戸市）

（住所又は元の本籍）


